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Data Base service company
2014年3⽉期を全体を通して

⾒えてきた可能性と課題の顕在化
将来に向け引当⾦及びソフトウェアの減損処理を実施

⽅針の実⾏

＜⾒えてきた可能性＞

⽅針の実⾏
中⻑期的な基盤構築

①国内ミュージックレコメンド
エンジンにおけるフロントラン
ナーとしてオリジナルサービス

＜⾒えてきた可能性＞

①通信会社との事業再強化
②ＣＣＣグループビジネスの最⼤化

＜５つの⽅針＞

LIFEʼs スタート
②ＣＣＣグループとの資本業務提携

ＣＳマーケティング設⽴
③通信会社との新たなライセンス

②ＣＣＣグル プビジネスの最⼤化
③LIFEʼs関連事業の育成
④データベース関連事業の営業強化
⑤マネジメント強化

＜将来に向けた清算と創造＞

③通信会社との新たなライセンス
事業開始

④ＵＵ数遂に1,000万⼈突破

⑤マネジメント強化

「開発体制の課題」
①通信会社との障害・品質

対策 ト増加

＜問題が表れてきたもの＞ ①関連するデータ開発
コスト等を引当⾦計上

②ソフトウェアの減損を

＜将来に向けた清算と創造＞

Sockets
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対策でコスト増加
②対策による提案活動の遅れ

等で売上の減少

実施2014年3⽉期



Data Base service company

2014年3⽉期全体を通して
『引当⾦の計上』と『減損』について

将来に向けた

データベース事業の強化

収益構造の改善収益構造の改善
を⽬的とした、「引当⾦の計上」と「ソフトウェアの減損」を実施。
その結果、繰延税⾦資産の取崩しが発⽣しています。

→ これらの対策は、キャッシュフローに影響はありません。
→ また⾃⼰資本⽐率は74.8 ％（前期末実績78.7％）と依然⾼⽔準にあります。
→ 配当⾦に関しては、今期以降の⾒込みも踏まえ、前期同額の継続とします。
→ 減損するソフトウェアは、完全に廃棄するものではなく将来に渡り活⽤します。
→ 減損対応は、今後継続的に発⽣するものではなく、いったん今回で打ち切りと

なります。

現在の課題解決と将来可能性の顕在化を⽬的とした「清算と創造」が⽬的現在の課題解決と将来可能性の顕在化を⽬的とした「清算と創造」が⽬的
3
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Data Base service company『決算ポイント』
1 サマリー

障害対策等で企画提案活動の遅れ、開発収⼊の減少
及び関連する想定外コストの追加により減収減益

2014年３⽉期 2013年３⽉期 前年同期⽐
（単位：百万円）

及び関連する想定外コストの追加により減収減益
また、ソフトウェア等の減損も実施

2014年３⽉期 2013年３⽉期 前年同期⽐
売上⾼ 2,197 2,499 88％

営業利益 ▲131 219営業利益 ▲131 219 －
経常利益 ▲135 218 －
特別損益 ▲510 ▲0 －特別損益 ▲510 ▲0

税引前利益 ▲646 218 －
税⾦等 115 97 －税 等

少数株主損益 ▲3 ▲5 －
当期純利益 ▲758 126 －
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Data Base service company

１ サマリー
2014年３⽉期の施策

第４ＱCCCとの資本業務提携 KDDIと並ぶ

第１Ｑ
今期

共通基盤DB完成
今期より

データ運⽤開始

第３Ｑ

第４ＱCCCとの資本業務提携、KDDIと並ぶ
第2位株主に（ʼ13.8）
-同社との合弁会社「CSマーケティン
グ」を設⽴（ʼ13.10）

※③
※③ レコチョクとの戦略的

業務提携（ʼ14.5）※③今期より
関連事業⽴上げ 今期より

第２Ｑ

「LIFEʻs radio」（ライフ
ズ）サービス開始（ʼ13.6）※① KDDIとエムオンによる「DAILY 

MUSIC」のシステムを提供（ʼ14.1）
連結⼦会社のTCFがヤフーへの⼈物
データの提供を開始（ʼ14.1）
⾃⼰株買い付け及びTCF完全⼦会社化

※③

※③
関連事業開始

第１Ｑ

【前期 】

KDDI au総合⾳楽サービス「LISMO」
向けユーザー履歴管理および新レコメ
ンド機能の提供 （ʼ13 10）

※②及び③

⾃⼰株買い付け及びTCF完全⼦会社化
（ʼ14.2-4）

【前期のテーマ】

①ＭＳＤＢを活⽤した⾃社のオリジナルサービスの⽴ち上げ①ＭＳＤＢを活⽤した⾃社のオリジナルサービスの⽴ち上げ

ンド機能の提供 （ 13.10）

②データベースを活⽤した特徴的なサービスエンジンの開発②データベースを活⽤した特徴的なサービスエンジンの開発

③ライセンスビジネス強化③ライセンスビジネス強化
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③
（データベース、サービスエンジン、⾃社サービスOEMモデルのライセンス拡⼤）
③
（データベース、サービスエンジン、⾃社サービスOEMモデルのライセンス拡⼤）



Data Base service company

１ サマリー
レコチョク社との戦略提携の意味
最⼤のアメリカ市場に次いで⽇本は2位。媒体別ではパッケージがメイン（80%）
⾳楽配信等デジタル・サービスはまだ20%弱、今回のレコチョク社との提携も含め
デジタル⾳楽市場拡⼤の可能性を追求していきます。

出所：
国際レコード産業

Copyright ©2014 SOCKETS All Rights Reserved.
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国際レコ ド産業
連盟発表、
「2012年の世界
⾳楽産業統計」



Data Base service company

２ 決算サマリー
収益構造の変化と次期以降の影響について

▲50 71

（単位：百万円、連結）１．経常損益の変動要因について 障害及び引当コスト
は今期以降への持ち
越しはない⾒込み

218
50

減価償却費
の増加

▲71
プロモー
ション及び

▲92

障害品質対策 ▲140 ▲135

2014年3⽉期

2013年3⽉期 権利者への
⽀払

障害品質対策
費及びコスト
引当計上

▲140

その他売上未達等

▲135
期初想定内：先⾏費⽤

減損実施で償却負担の軽減が
あるものの次期も先⾏投資

2013年3⽉期

２．特別損益以降の変動要因について

期初想定外：売上減少、コスト増加あるものの次期も先⾏投資
フェーズ

年 ⽉期
特別損益▲0

税⾦費⽤▲97
少数株主損益＋5 ソフトウェア

減損等

２．特別損益以降の変動要因について

▲10
事業戦略上の選択と集中
及び将来に向けた課題の

2014年3⽉期

▲92

特別損益▲510▲499
税⾦費⽤の減少

減損等▲10
投資有価証券関連

（売却・株式評価損）

及び将来に向けた課題の
顕在化に対する清算と

創造を⽬的に実施
2013年3⽉期

▲622
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税⾦費⽤▲115
少数株主損益＋３

税⾦費⽤の減少
及び繰延税⾦資

産の取崩し
▲18 ▲2 

⼦会社TCF持
分損益増減



Data Base service company

２ 決算サマリー
ユニークユーザー数

【単位 】

スマートフォン・ＰＣ 対前年⽐167%
（フィーチャーフォン対前年⽐73%）

2500

【単位：万⼈】

1,058万⼈

3年後⽬標
2,000万⼈

1500

2000
1,058万⼈

過去最⾼値を更新

1000

1500

96

70
1,058

689

500 593

96
988

0

アクティブに当社サービスのデータベースを利⽤しているユーザーをカウント

スマートフォン・ＰＣ フィーチャーフォン
2013年３⽉ 2014年３⽉ 2017年３⽉
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アクティブに当社サ ビスのデ タベ スを利⽤しているユ ザ をカウント。
ＭＳＤＢライセンス提供については、ＵＵ数をカウント。
⾃社サービスも含めたサブスクリプションモデルについては、有料会員数をカウント。



Data Base service company

３ 今期以降について
全体戦略

2014.4 2014.10 2015.3 2016.3 2017.3

（ ﾟ 広告）内容：ライフスタイル提案型広告 ＡＤ（ﾊﾟｰｿﾅﾙ広告）エンジン
（エンターテイメントＤＢ活⽤）

内容：ライフスタイル提案型広告
対象：⾃社、既存全ライセンス先、CSM、⼀般企業

ライセンス年間10億〜

マーケティングエンジン
（エンターテイメントＤＢ活⽤）

内容：データベースマーケティング
ビックデータ解析

対象：CSM(CCCとのJV）、既存パートナー
ライセンス年間３億〜

総合ＭＳＤＢ
＜クロス・映像・アニメ・書籍・放送＞

内容：総合データベース提供
対象：通信会社、CCC、楽天他、

既存ライセンス先、
新規パートナー

ライセンス 年間10億〜

Musicレコメンデーション2
＜APIモデル＞

内容：API提供
対象：国内外⾳楽サービサー及び

⾃動⾞・AV家電・特定機器
（ ド連携）

（放送系、出版系など）

ライセンス年間３億〜

Musicレコメンデーション
＜⾳楽MSDB＞

内容：LIFEʼs関連・新規アライアンス
対象：特定国内⾳楽サービサー、⼀般ユーザー

（ハード連携）
ライセンス年間２億〜

年
間

20
億
〜・KDDI

9
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基盤事業（B to B to C）
〜

30
億

・CCC
・新規パートナー



Data Base service company

３ 今期以降について
3年後の中期達成イメージ

○３年後、メディア系データベース国内Ｎｏ１の実績
をもとに 新たなデータベース・マーケティングサーをもとに、新たなデ タベ ス マ ケティングサ
ビスを創造

○当社データベースならではの特徴的なサービス提供に
より、ライセンス・広告・課⾦型中⼼の「データベー
ス サ ビスカンパニ 」企業として基盤確⽴ス・サービスカンパニー」企業として基盤確⽴

連結売上⾼ 40~50億円連結売上⾼ 40~50億円

連結経常利益 6〜7.5億円

当社ＤＢ利⽤者数 2,000万⼈
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※前期公表の中期イメージからは1年間後ろズレとなりますが、本内容を⽬指し事業推進して参ります。



Data Base service company

３ 今期以降について
今期の計画について１

下記の取組み等によって中計の第⼀歩を⽬指す

（単位：百万円）売上⾼・経常利益
＜収⽀プラス要因＞

■売上増加による利益の増加
●通信会社との事業再強化

＜収⽀プラス要因＞
■売上増加による利益の増加

●通信会社との事業再強化●通信会社との事業再強化
●CCCグループビジネスの最⼤化
●LIFEʼs関連事業の育成
●データベース関連事業の営業強化

■コスト減少による利益の増加

●通信会社との事業再強化
●CCCグループビジネスの最⼤化
●LIFEʼs関連事業の育成
●データベース関連事業の営業強化

■コスト減少による利益の増加■コスト減少による利益の増加
●通信会社との事業再強化
●マネジメント強化
・前期に発⽣し、今期持ち越ししない⾒込みのもの

前期障害対策費⽤

■コスト減少による利益の増加
●通信会社との事業再強化
●マネジメント強化
・前期に発⽣し、今期持ち越ししない⾒込みのもの

前期障害対策費⽤

売上⾼
2,197

売上⾼
2,500

・前期障害対策費⽤
・追加等の引当コスト

＜収⽀マイナス要因＞
■コスト増加による利益の減少

・前期障害対策費⽤
・追加等の引当コスト

＜収⽀マイナス要因＞
■コスト増加による利益の減少

経常利益
▲135

経常利益
＋5

■コスト増加による利益の減少
・企画営業専⾨部署設⽴による提案稼働の増加
・データ品質強化等による運⽤費の増加
・開発強化による運⽤費及びR&Dの増加

■コスト増加による利益の減少
・企画営業専⾨部署設⽴による提案稼働の増加
・データ品質強化等による運⽤費の増加
・開発強化による運⽤費及びR&Dの増加

Copyright ©2014 SOCKETS All Rights Reserved.
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2014年3⽉期

実績
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計画



Data Base service company

３ 今期以降について
今期の計画について２

⾒えているもの（前期より増加分）
・データベース関連案件の開始による増加

（単位：百万円）
売上⾼ 2,500

2,197
その他
NTTドコモ

CCC

デ タベ ス関連案件の開始による増加
・前期期中でのライセンス契約開始⼜は

今期契約締結予定にて今期通期に寄与

れ

売上⾼ 2,500

その他
605

楽天
U-NEXT
朝⽇新聞

エンタメ企業
レコチョク

これからのもの
・新規サービス企画提案による獲得
（企画営業部⾨及びＲ＆Ｄ部⾨⽴ち上げ）
・レコメンド・プロファイリング技術開発・・・

・

レコメンド プロファイリング技術開発

KDDI
1,592

KDDI
安定的だが、横ばい傾向
（過去3年売上15-17億円で推移）
ただし、収益性は増加傾向を⽬指す

開発 運⽤の効率化→開発・運⽤の効率化
データベースライセンス型事業の育成

Copyright ©2014 SOCKETS All Rights Reserved.
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2015年3⽉期
計画

・・・2014年3⽉期
実績



Data Base service companyData Base service company３ヵ年の売上構成イメージの推移
３ 今期以降について

＜今期＞

デ
ー

＜今期＞

今まで これから

プロファイリング事業
タ
ベ
ー
ス

⾃社サービス

ス
活
⽤
型
事

現在

及び他通信会社等と 開発 サ ビ 運⽤事業

事
業データベース関連事業

（CCC・KDDI・新規アライアンス）

KDDI及び他通信会社等との開発、サービス運⽤事業

2014年3⽉期 2015年3⽉期 2016年3⽉期 2017年3⽉期

Copyright ©2014 SOCKETS All Rights Reserved.
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営業利益率 15％程度⽬標10％程度⽬標
売上⽬標 40-50億円



Data Base service company課題に向けた⽅針と対策
３ 今期以降について

１．通信会社との事業再強化
KDDIとのビジネスの再定義
専⾨グループの設置、映像を１．通信会社との事業再強化

２ CCCグル プビジネスの最⼤化

専⾨グル プの設置、映像を
⾳楽に次ぐ柱に

共通基盤DB開発完了
CCCグル プサ ビスへの提供２．CCCグループビジネスの最⼤化 CCCグループサービスへの提供
開始へ

業界関係者とともに
３．LIFEʼs 関連事業の育成

業界関係者とともに
2014年ストリーミング型⾳楽
市場⽴ち上がりの波に乗る

４．データベース関連事業の営業
強化

KDDI、CCCに次ぐビジネスパー
トナーの開拓、まずは⾳楽分野
での深堀

５．マネジメント強化 マネジメント経験者外部登⽤
プロジェクト管理体制の強化

14
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Data Base service company
ソケッツは、『データベース・サービスカンパニーです』

liveデータベースで⽂化をつなぎ、気持ちをつなぎ、毎⽇の⽣活に役に⽴つ

テレビを観て気になる情報が⾃動的に

今読むべき本をTV
b k

ライブに⾏って感動
movie

book

週末の映画鑑賞に
movie

car

⾞で聴く⾳楽を

M

Copyright ©2014 SOCKETS All Rights Reserved. 毎⽇の通勤・通学のお供の⾳楽を

Music
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Data Base service company
Q&A

【Q1】
前期の⾚字は来 前期の⾚字要因は今期以降に影響はございません。

【A1】
前期の⾚字は来
期以降に影響は
ありますか

前期の⾚字要因は今期以降に影響はございません。
前期は、障害発⽣による品質改善対応費⽤及びそれによる継続案件の未成⽴、⼀
部新規開発案件における追加開発⼿当の計上など、想定外で⼀時的な要因が重な
り、営業⾚字を計上いたしました。
なお、今期については追加開発・対策コストは前期⼿当済であり影響はございまなお、今期については追加開発 対策コストは前期⼿当済であり影響はございま
せん。また、減損実施により減価償却費負担は今期以降、軽減されていく予定で
す。

【Q２】
今期計画を教え
て下さい

今期計画については、本⽇公表の決算短信にも記載の通り、
通 期 売上2,500百万円 経常利益 5百万円

第２四半期累計 売上1 000百万円 経常利益▲180百万円

【A2】

第２四半期累計 売上1,000百万円 経常利益▲180百万円
を計画しております。

今期については、企画提案活動並びに開発の資産管理及びデータ品質強化等が先
⾏し、本格的な収益改善は下期以降となる⾒込みです。⾏し、本格的な収益改善は下期以降となる⾒込みです。
５つの⽅針と施策の実⾏により、⾜元の課題をクリアしつつ、⾒えてきた可能性
を実現していくことで、⿊字化を達成し、「データベース・サービスカンパ
ニー」としての基盤を確⽴し、来期以降の⾶躍へつなげたいと考えております。
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Data Base service company

※本資料における予想数値は、発表⽇現在において当社が
⼊⼿可能な情報及び合理的 あ と判断す 定 前提に⼊⼿可能な情報及び合理的であると判断する⼀定の前提に
基づき作成したものであり、実際の業績等は、今後の様々
な要因により予想数値と異なる場合があります。

お問い合わせ先：
株式会社ソケッツ株式会社ソケッツ
〒151-0051 東京都渋⾕区千駄ヶ⾕⼀丁⽬１番12号
担当：経営企画管理本部
Tel：03-5785-5518 Fax：03-5785-5517Tel：03 5785 5518  Fax：03 5785 5517
E-mail：ir@sockets.co.jp

＜お知らせ＞
2014年5⽉8⽇に機関投資家向け説明会を開催する予定です。
開催で使⽤する説明資料については、開催終了後
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当社ＩＲホームページに掲載させて頂く予定です。


